
考察 実験を利用したシミュレーション

研究背景 新たな視点からかな漢字変換精度を上げたい！
・ひらがなを漢字へ変換する「かな漢字変換」

→同音異義語を原因とする誤変換が多く発生[1]
・従来：文章の内容に基づいて文脈解析[2]

→入力する「環境」による文脈変化[3]は考慮されていない
アプリや相手などの環境に応じて変換システムを切り替える
←従来のかな漢字変換システム(IME)に環境に応じた文脈変化を組み込む

実験 語彙数2~5の同音異義語の変換実験
語彙数が2~5の同音異義語のうち『現代日本語書き言葉均衡コーパス』で
出現回数が多い5種類ずつ*を抽出し変換実験（図1）

まとめと展望 環境の最適化・他の観点での検証
単語単位のかな漢字変換：環境の区別方法によって効果が分かれる
今後の課題：実装方法の改善、メモリ使用量・処理時間への影響の考慮、
環境の区別方法の最適化
単語単位の変換でメモリ使用量・処理時間の測定、環境区別の最適化
→文節単位・文単位へ適用拡大
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環境による文脈変化を組み込んだかな漢字変換
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Top-1 候補順位

全体 79.0％ 1.30位

ジャンル別 80.7％ 1.28位

法律 91.2％ 1.12位

韻文 71.4％ 1.41位

全体・ジャンル別
T検定

0.169 0.171

表1 全体・ジャンル別変換の
変換精度予測

要旨
複数のかな漢字変換システムをデバイス上に実装し、入力環境に応じて切
り替える方式の有効性を検証した。コーパスから同音異義語を抽出し、出
現頻度の高い同音異義語を対象に、特定の語彙分布での変換実験を行った。
得られた変換候補の傾向から、語彙分布の偏りと変換精度との関係を求め、
全体をまとめて変換した場合と環境別に変換した場合の変換精度を予測・
比較した。その結果、従来の方法よりも変換精度が向上したが、有意差は
見られなかった。今後は、より高精度な実装方法を研究する予定である。

実験の結果から語彙分布の正規化エントロピーとTop-1変換精度の関係を
散布図を用いて導出（図4）

1. 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』内の12ジャンルのデータを取得
2. ジャンル別に正規化エントロピーを計算（図5）
3. 散布図で得た近似式に各ジャンルの正規化エントロピーの値を代入
4. 「ジャンル（＝入力環境）別にIMEを使い分けた場合」と「全てを

まとめて変換した場合」の変換精度を予測（表1）

①前回の変換で選択した語彙が
最上位候補となる
②それまでの変換での出現回数に
従って変換候補が並ぶ

傾向を発見
→傾向をもとに候補順位を予測
→実際の変換との予測一致度を
算出（図2）

正規化エントロピー**を用いて
結果を比較（図3）
→語彙分布の偏りを定量的に評価

1. 直前の変換とそれまでの出現回数によって
候補順位が推測できる

2. 語彙数が少ないほど・分布が偏っているほど
変換精度が高くなる

図4 正規化エントロピーとTop-1変換精度

                           

           

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

              

 
 
 
 
 
変
換
精
度
 
 
 

正規化エントロピー

   

   

   
   

   

＊＊正規化エントロピー：分布の偏りの程度の指標。値が0に近いほど
分布の偏りが大きい（特定の語彙が多く出現する）分布であることを表す。
要素数 n の各要素 i に対する確率分布 pi に基づくエントロピー
H = −σi=1

n pi log2 piをその要素数での最大エントロピー log2 n で
割ることで0〜1の範囲に値を収めたHnorm = H

log2 n
として算出

ジャンル別変換の方が変換精度が向上したが、
有意差は見られなかった
白書・広報紙・法律・国会議事録で効果◎

   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

            

図2 変換候補予測一致度
 各  数での平均値 
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図3 実験1 結果 Top-1変換精度 
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正規化エントロピー 全体

図5 ジャンル別
正規化エントロピー

図1 実験操作

＊2語彙 :「ある」(或る/有る), 3語彙 :「いる」(居る/要る/入る), 
4語彙 :「ご」(語/御/後/五), 5語彙 :「じゅう」(銃/重/十/住/中) など


